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⑤広大な土地・３つの海を背景とした高い食料供給力             

＜ゴール２（食料）の主な内容＞ 
全ての人々が一年中安全かつ栄養のある食料を十分得られるようにすることなどの目標が掲

げられています。 

【本道の価値と強み】 

全国の約４分の１を占める耕地面積を有しており、また、太平洋、日本海、オホーツク海の

３つの海に囲まれ、豊かな水産資源に恵まれているなど、我が国有数の食料供給地域として、

大規模自然災害などいかなる事態においても安定した食料供給機能を維持・発揮することによ

って、「ゴール２」の達成に貢献することができます。 

＜道産食品輸出額＞ 
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出典：北海道経済部調べ 
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道産食品輸出額は、この５年間で２倍程

度増加しています。 

＜ゴール８（経済成長と雇用）の主な内容＞ 
各国の状況に応じて一人当たり経済成長率を持続させることなどの目標が掲げられていま

す。 

【本道の価値と強み】 

良質な「食の北海道ブランド」は本道の強みとなっており、これを活かした道産食品の輸出

拡大など海外成長力の積極的な取り込みを進めていくことによって、「ゴール８」の達成に貢

献することができます。 

本道の食料自給率（カロリーベース）は

極めて高い水準となっています。 

＜食料自給率（カロリーベース）＞ 
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出典：農林水産省「食料需給表」、農林水産省試算 

※北海道の H28の値は概算値 
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＜北海道の導入ポテンシャル＞ 

風力発電：全国１位（陸上風力の導入ポテンシャル量は、全国の 53％を占める）※１ 

中小水力発電：全国１位（導入ポテンシャル量は、全国の約10％を占める）※１ 

地熱発電：全国３位（国立・国定公園を除き、傾斜掘削を行わない条件で事業化可能量を推計）※１ 

太陽光発電（非住宅）：全国２位（導入ポテンシャル量は、全国の約５％を占める）※２ 

※１「再生可能エネルギーゾーニング基礎情報（平成 28年度版）」（環境省） 

※２「Ｈ22再生可能エネルギー導入ポテンシャル調査」（環境省） 

⑥豊富で多様なエネルギー資源                             

＜ゴール７（エネルギー）の主な内容＞ 
世界のエネルギーミックス※における再生可能エネルギー※の割合を大幅に拡大させることなど

の目標が掲げられています。 

【本道の価値と強み】 

太陽光や風力、バイオマス※など「再生可能エネルギー※の宝庫」であり、こうした多様なエネルギ

ー資源の有効活用を積極的に進めていくことによって、「ゴール７」の達成に貢献することができま

す。 

本道は、太陽光や風力・地熱など、全国トップクラスの賦存量であり、近年、メガソーラーや

バイオマス※エネルギーの発電施設の建設が相次いでいます。エネルギーは、人々の生活や産業

活動に必要不可欠なものであり、大きな可能性を秘めています。 
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６連携地域と 14地域 

⑦多様性に富む地域                               

＜ゴール４（教育）の主な内容＞ 
持続可能な開発の教育などを通じて、全ての学習者が、持続可能な開発を促進するために必要な

知識及び技能を習得できるようにすることなどの目標が掲げられています。 

＜ゴール８（経済成長と雇用）の主な内容＞ 
持続可能な観光業を促進することなどの目標が掲げられています。 
＜ゴール１１（持続可能な都市）の主な内容＞ 
包摂的かつ持続可能な都市化を促進し、全ての国々の参加型、包摂的かつ持続可能な人間居住計

画・管理の能力を強化することなどの目標が掲げられています。 

＜ゴール１２（持続可能な生産と消費）の主な内容＞ 
 雇用創出、地方の文化振興・産品販促につながる持続可能な観光業に対して持続可能な開発

がもたらす影響を測定する手法を開発・導入することなどの目標が掲げられています。 

【本道の価値と強み】 

広大な本道は、個性的な自然、歴史、文化、景観、産業を有し、様々な表情をもつ多様な地域か

ら成り立ち、四季折々の地域資源を活かした地域づくりの取組を多彩な観光資源として活かしてい

くことによって、「ゴール８」の達成に貢献することができるほか、本道の強みを活かしていくた

め、様々な視点や意見を取り入れた計画や戦略に基づく取組が進められている地域もあり、こうし

た取組を広げていくことによって、「ゴール１２」の達成に貢献することができます。 

また、本道の魅力ある居住環境を活かした国内外からの移住・定住の促進などを積極的に進めていくこ

とによって、「ゴール１１」の達成に貢献することができるほか、本道全体の発展に向け、外国人留学生

など海外の優秀な人材の受入を促進することによって、「ゴール４」の達成に貢献することができます。 
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⑧独自の歴史・文化                                

＜ゴール８（経済成長と雇用）の主な内容＞ 
持続可能な観光業を促進することなどの目標が掲げられています。 
＜ゴール１１（持続可能な都市）の主な内容＞ 
世界の文化遺産の保護・保全の努力を強化することなどの目標が掲げられています。 

【本道の価値と強み】 

本道には、自然との共生など高い精神性を映す縄文遺跡群や国内他地域に類例のない大規模竪穴住

居跡群、アイヌの人たちによって受け継がれてきた歴史・文化があります。また、2018年に、本道

が「北海道」と命名されてから150年目という節目を迎えましたが、明治以降の開拓の歴史の中で、

北の厳しい自然に対応した新しい生活文化がつくりあげられています。こうした本道の独自の歴史・

文化を保存・継承していくことによって、「ゴール１１」の達成に貢献することができることに加え、

国内外へ戦略的に情報を発信し、誘客促進を図ることによって、「ゴール８」の達成に貢献することが

できます。 

道内各地域の魅力は国内外から高い評価を得ており、本道への移住や二地域居住などを希望し

ている方に、地域での生活を体験してもらう「ちょっと暮らし」の利用者数も年々増加している

ほか、グローバル化に伴い、世界との距離が縮まったことにより、外国人居住者・留学生も増加

傾向にあります。 

＜ちょっと暮らし滞在日数＞ 
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延べ滞在日数出典：北海道総合政策部調べ 
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＜道内外国人留学生数＞ 

2,686 2,588 2,725 2,897 
3,155 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

H25 H26 H27 H28 H29

留学生数

(人) 

出典：（独）日本学生支援機構「外国人留学生在籍状況調査」 

＜道内外国人居住者数＞ 
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＜北海道・北東北縄文遺跡※位置図＞ ＜国立アイヌ民族博物館(完成予想図)＞ 

出典：文化庁 

＜アイヌ古式舞踊＞ 

出典：アイヌ民族文化財団 

＜ゴール４（教育）＞ 
技術的・職業的スキルなど、雇用、働きがいのある人間らしい仕事及び起業に必要な技能を備え

た若者と成人の割合を大幅に増加させることなどの目標が掲げられています。 

【本道の価値と強み】 

目覚ましい活躍が見られる冬季スポーツをはじめ、競技スポーツにおいて世界の舞台で活躍する

トップアスリートを育成することによって、「ゴール４」の達成に貢献することができます。 

オリンピックやパラリンピックなどの国際大会で、多数の道内出身の選手が活躍をしています。 

＜本道出身のオリンピック・パラリンピック出場選手の数＞ 
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